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　本書はスピーキングトレーニングと文法の学習が同時にできるよう
に仕上げました。最終的にはみなさんが自分で考えて英文を作れるよ
うになることを目指しています。したがって、テキストを目で見て答
えがわかることに満足するのではなく、音声CDの日本語を聞いて、
頭の中で瞬時に英文を作り、声に出せることを目指してください。単
純な英文ばかりですが、1 冊終えた頃にはきっとある程度自分で英語
を話せるようになっているはずです。
　みなさんが英語を話せるようになるために、以下の手順で学習する
ことをオススメします。

本書の使い方について

ステップ❶

まずはトレーニング問題をやって空所に何が入るか考えてみ
てください。

ステップ❷

空所に適語を入れることができなかった場合、「解説授業」
を読んで理解を深めてください。

ステップ❸

音声CDを聞きながらトレーニング問題をもう一度解いて
みてください（音声CDは日本語の後にポーズが入り、その後に英
語が流れてきます）。

ステップ❹

テキストを見ずに、音声CDの日本語だけを聞いて瞬時に
英文が言えるようになる訓練をしてください。

* �スピーキングに自信がある方は最初からテキストを見ず、音声を聞いて流れてくる日本語を英語にす
る訓練をするのもオススメです。


